
令和７年度 ふじえだ型ピア・サポート活動の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 ピア・サポート活動 

ピア・サポートを中心に据

えた行事 

プログラム 職員研修・指導 

4 月 

 

第１ステージ「であう」 

・２、３年生による入学式

の会場準備・教室装飾活

動 

・学級開き 

・１年生を迎える会 

・結団式 

・部活動の体験入部 

【生徒集会】 

・１迎会や結団式内で異学年交流を行い、

１年生に中学校生活への安心感を生み

出す。 

・表彰生徒を掲示で紹介し、功績を称え

る。 

【生徒会や委員会を中心とした活動】 

★特別な場に限らず、同学年・異学年関

係なく支え合いができる生徒の育成を

目指す。 

・体育祭で異学年の生徒同士が協力し合

う種目（ムカデや二人三脚など）を実

施している。 

・３送会や卒業式で在校生による３年生

への感謝のメッセージを掲示・放送す

る。 

・生徒会イベントを実施し、異学年交流

の機会を設けている。 

【縦割り活動】 

・体育祭や文化祭練習での団別練習 

【学級・個人】 

★自分や相手の良さを認め合い、温かな

雰囲気づくりを目指す。 

・年度当初の学活で、SST や球技大会な

ど、生徒同士が協力し合う活動を取り

入れ、不安を解消する。 

・行事で発見したピア・サポートを振り

返り、振り返り用紙を掲示している。 

【ハートフルタイム】 

★生徒の学習や生活面での悩みについ

て、教員全体でサポートすることで、

生徒が安心して生活できる学校づくり

を全校で行う。 

【職員研修】 

・ピア・サポートの

理念や取り組み

について職員、生

徒に伝える。 

・生徒理解研修や個

別の支援計画を

充実。 

【随時】 

・各専門委員会(特

に保健・広報)と

連携し、ピア・サ

ポート活動の啓

発を推進。 

【学級】 

・掲示や学級通信を

活用した、学級内

でのピア・サポー

ト活動の発信・啓

発。 

・生徒の自己肯定感

を高めたり、お互

いの良さを認め

合ったりできる

学級づくり。 

・授業を通した、温

かな人間関係づ

くり。 

【長期休暇】 

・ピア・サポート養

成研修等に積極

的に参加する。 

5 月 

 

学年行事 

・修学旅行 

6 月 

 

第２ステージ「つくる」 

・小６が参加しての歌おう

集会 

7 月   

8 月  

9 月 ・文化祭練習 

 

10月 

 

・文化祭 

・体育祭団練習 

・体育祭 

11月 

 

第３ステージ「ふかめる」 

・小６との交流活動 

12月  

1 月 第４ステージ「はばたく」 

 

2 月 

 

・新入生説明会 

 

3 月 

 

・３年生を送る会 

・教室の整備、清掃 

・１、２年生による卒業式

の会場準備、教室装飾活

動 

・卒業式 

『みんなが安心できる学校生活～自分も相手も大切に～』 

藤枝市立広幡中学校 



１ 本校のピア・サポート 

本校は過去の歴史から「命の大切さと思いやり」に重点を置き、「ピア・サポート」は自分と

仲間の命を大切にする営みであることを認識し、教育活動を行ってきた。昨年度同様、生徒会の

活動はもちろん、今年度は校内研修の中で授業におけるピア・サポートも意識し、思いやりの心

の育成に取り組んでいる。 

２ 本年度の取組 

（１）授業において 

 本校では、校内研修のテーマを「自分で考え、深め合う授業 ～寄り添う・見取る・価値付け

る～」としている。また、藤枝市の「授業で人を育てる」を実践するための５つの考え方である

「自己決定」「相手との関わり」「存在感」「人間的ふれあい」「発達の可能性」を意識し、その中

でも今年度は「自己決定」に重点を置いて授業をしてきた。教師は、生徒が課題や意見を見つけ、

自己決定する場面に寄り添い、考えたり深め合ったりする姿を見取り、価値づける授業をするこ

とで、授業を充実させている。学習活動を通して、生徒同士が温かく関わり、自分も相手も大切

にし、支え合いながら学習を進める姿が見られた。引き続き授業内におけるピア・サポートの輪

を広げていきたい。 

（２）特徴的な活動 

①縦割り活動の充実 

４月に縦割り集団の結団式を行い、体育祭の縦割り練習や文化祭の合唱活動を行った。上級生

が下級生を自然と指導することが伝統になっている。 

・体育祭の団活動 

４月から縦割り集団で体育祭に向けて、結団式、練習に取り組んだ。特に、応援練習では、３ 

年生が熱心に１・２年生を指導する姿が見られた。 

・小６との交流活動 

２学期に広幡中学校の重点目標である「見つけ（M）考え（K）実行する（J）」の活動の紹介を

広幡小学校の 6 年生と中学校１年生とで行った。 

②家庭・地域への発信 

学校での取組について、毎月広幡中学校だより「Heartful」をさくら連絡網で発行し、生徒の

活動の様子や現れについて保護者へ情報発信した。また、PTA と連携し、年に２回広報誌「ひろ

はた」の発行も行っている。 

③その他 

・生徒会役員による広幡小学校での挨拶運動 

・生徒会によるクリスマスイベントやビンゴ大会、ドッヂボール大会などイベントの企画 

・専門委員会によるピア・サポート活動の紹介（掲示） 

保健専が全校生徒にピア・サポートを題材とした４コマ漫画の作成を依頼し、廊下に掲示する

ことで、ピア・サポートの輪を全校へ広げる。 

広報専門委員による、体育祭団長インタビューや部活動部長インタビュー、３年生への感謝の

メッセージの紹介（放送）。昼の放送で広報専門委員が在校生から３年生に向けた感謝のメッセ

ージを紹介する。 

・清明賞（学期ごと、クラスごと頑張った生徒やクラスを支えた生徒を賞揚） 

３ 本年度の成果と来年度に向けて 

 昨年度同様、生徒会や道徳の授業を通して、縦割り活動を行うことができた。また、今年度は

授業におけるピア・サポートとして、「自己決定」に重点を置き、教師と生徒、生徒同士であた

たかな人間関係づくりをすることができた。来年度は研修部と連携をし、授業とピア・サポート

の結びつきをさらに意識しながら授業・校内研修を行うことと、「見つけ 考え 実行する」の

重点目標と照らし合わせて、全校でさらに意識を高めてピア・サポート活動を行っていきたい。

 


